
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

経営比較分析表／団体全体（令和元年度決算）
山口県　下関市

【事業概要】

- 93.2 6 17,710 自治体職員 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 24,000 小規模 1 15,710

H27H30 R01 H27

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

 累積欠損金は発生していないが、経常収支比率・
料金回収率共に、平成27年度以降、100％を下回っ
ている。また、給水原価についても、平成27年度以
降、類似団体よりも高い水準であり、厳しい財政状
況が続いている。この理由については、一部の企業
の契約水量の減量により、有収水量が減少し、給水
収益が減収となったためである。
 流動比率は、100％を超えており、類似団体と比較
して大きく上回っていることから、短期的な債務に
関する支払い能力は十分に確保されている。
 施設利用率・契約率については、類似団体と比較
して高い水準であるが、本市の事業形態が、山口県
企業局から責任水量制により工業用水を受水し、
ユーザー企業に供給するものであり、未売水が財政
状況に及ぼす影響が大きいため、より契約率を高め
ることが、財政状況を改善するため、急務となって
いる。

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 97.70 96.61 94.28 98.59

H28 H29

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00当該値 1,493.13 1,066.21 1,706.39 1,621.22 1,640.18

H28 H29 H30 R01 H27H28 H29 H30 R01

79.27 75.56平均値 108.74 109.99 109.10 108.18 114.99

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0097.64

平均値 552.40 505.25 531.53 504.73 450.91平均値 619.00 688.41 649.92 680.22 786.06平均値 86.84 83.56 82.78

2. 老朽化の状況について

 施設全体の減価償却の状況を表す有形固定資産減
価償却率は、類似団体と比較して高く、施設全体の
老朽化が進んでいることを示している。また、管路
経年化率については、類似団体と比較して大幅に高
く、法定耐用年数を超過している管路が75％を超え
ている。この理由については、事業創設当時である
昭和44年、45年に布設した管路の多くが未更新と
なっているためである。
　管路更新率については、平成29年度が特に高い数
値となっている。これについては、各年度において
布設した管路延長数に大きな差は無いが、当該年度
以外は、配水管路の２条化事業により、既設管を撤
去せずに新設を行ったため、管路更新率に反映され
ていないことが要因である。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01

当該値 89.72 92.58 89.73 92.00 94.47

H28 H29 H30 R01 H27H28 H29 H30 R01 H27

75.83 75.83 75.83 75.83 73.79当該値 65.72 65.44 66.30 65.89 65.46

34.33 30.96平均値 90.99 93.58 93.31 92.20 103.39

当該値当該値 36.70 35.56 36.69 35.79 34.85

2. 老朽化の状況

平均値 61.07 61.62 61.64 61.85 64.14平均値 42.43 43.12 43.85 44.05 45.51平均値 34.10 33.79 33.81

当該値 65.49 63.70 62.53 62.32 61.63

H28 H29 H30H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28R01

0.00 0.00当該値 88.09 86.41 84.99 83.75 78.98

全体総括

　本市工業用水道事業は、平成4年10月以降、消費
税の転嫁を除いては、料金改定を行うことなく事業
を継続してきたが、近年では、単年度収支の赤字が
続いており、厳しい財政状況にある。また、令和3
年1月から新規ユーザーの給水申し込みを受け、同
年6月に契約水量の増量により契約率が向上する見
込みであるが、産業構造の変化等により、水利用の
合理化が図られる等、工業用水の需要は近年減少傾
向が続いている。一方、施設の老朽化は進んでお
り、管路の更新、耐震化対策等により、整備費用が
増加することは避けられない状況である。これらの
事業を実施するため、アセットマネジメント手法の
活用や施設の長寿命化などを図ることで事業費の抑
制を行い、可能な範囲でユーザーの負担を軽減する
ように努めなければならない。また、必要に応じて
財源確保のため、料金の見直しを検討する必要もあ
る。

H29 H30 R01

当該値 0.00 0.15

平均値 2.36 0.11

H27

1.43

0.36平均値 14.92 20.80 29.43 32.03 36.58平均値 49.38 51.15 52.15 52.21 54.51 0.11 0.11
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①有形固定資産減価償却率(％)
【59.23】
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②管路経年化率(％)
【47.77】
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③流動比率(％)
【420.52】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【238.81】

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

⑤料金回収率(％)
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⑥給水原価(円)
【18.60】

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

⑦施設利用率(％)
【55.21】
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⑧契約率(％)
【77.39】
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②累積欠損金比率(％)
【25.49】
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【119.03】
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